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十
二
支

の
一
番
の

戊
子
の
年

明
け
で
す
。

　

新
年
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
、

お
健
や
か
な
新
春
を
迎
え
ら
れ
ま
し

た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

　

わ
が
国
の
経
済
は
、
戦
後
最
長
の

景
気
拡
大
が
続
い
て
い
る
と
は
云
え
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
大
都
市
中
心
で
す
。

政
治
面
で
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
都
市
対
地
方
・
大
企
業
対
中
小

零
細
企
業
・
各
業
種
に
よ
る
格
差
の

拡
大
と
、
原
油
の
著
し
い
値
上
げ
を

基
本
に
関
連
企
業
の
消
費
品
目
の
値

上
げ
と
と
も
に
商
工
会
地
域
は
厳
し

い
状
況
と
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

又
、
平
成
の
市
町
合
併
に
伴
う
商
工

会
合
併
も
進
展
し
、
本
年
四
月
、
県

内
商
工
会
数
は
四
十
二
と
な
り
、
合

併
前
よ
り
約
四
割
の
減
少
と
な
る
予

定
で
あ
り
ま
す
。

　

県
連
合
会
と
し
て
は
、
地
域
活
性

化
に
取
り
組
み
、
且
つ
、
合
併
に
よ

る
サ
ー
ビ
ス
低
下
や
会
員
の
減
少
を

如
何
に
食
い
止
め
る
か
大
き
な
課
題

が
立
ち
は
だ
か
っ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
機
会
を
新

た
な
る
チ
ャ
ン
ス
と
切
り
替
え｢

地

域
活
力
増
進
事
業｣

や
県
立
大
学
と

の
「
産
学
連
携
事
業
」
を
実
施
し
、

商
工
会
地
域
の
更
な
る
活
性
化
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
変
革
の
時
期
に
皆
様

も
ご
存
知
の
と
お
り
、
兵
庫
県
の
財

政
事
情
も
非
常
に
厳
し
さ
を
増
し

「
歳
入
欠
陥
」
と
い
う
事
態
を
招
き
、

当
然
の
如
く
次
年
度
以
降
も
行
財
政

改
革
に
向
け
て
の
取
り
組
み
が
必
然

で
す
。
そ
こ
で
県
議
会
自
由
民
主
党

商
工
議
員
連
盟
「
商
工
会
部
会
」
の

積
極
的
活
動
と
連
携
し
、
支
援
要
望

を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
れ
に
よ
り
地
域
経
済
の
活
性
化

を
基
本
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
雇
用
拡
大
に
よ
る
地
域
活
力
の
増

進
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
県
下
各

商
工
会
の
益
々
の
発
展
と
と
も
に
皆

様
方
の
ご
健
勝
、
ご
活
躍
を
心
よ
り

祈
念
申
し
あ
げ
、
実
り
あ
る
最
高
の

年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
あ

げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

感
謝
！！

新
年
の
あ
い
さ
つ

兵
庫
県
商
工
会
連
合
会　

会
長　
　

木　

南　

岩　

男

　

新
年
あ

け
ま
し
て

お
め
で
と

う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

平
成
20
年
の
節
目
の
年
が
開
け
ま

し
た
。
こ
の
20
年
間
、
わ
が
国
は
、

豊
か
さ
と
は
何
か
を
問
い
続
け
、
成

長
か
ら
成
熟
へ
の
構
造
転
換
を
模
索

し
て
き
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
そ

の
歩
み
の
中
、
兵
庫
は
、
大
震
災
か

ら
の
創
造
的
復
興
を
め
ざ
し
、
懸
命

に
努
力
し
て
き
ま
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
重
視
の
地
域
活
動
や
共
助
で
築

く
安
全
安
心
の
地
域
づ
く
り
。
成
長

産
業
や
も
の
づ
く
り
産
業
が
牽
引
す

る
兵
庫
産
業
の
再
生
。
自
然
の
偉
大

さ
を
学
び
共
生
を
め
ざ
す
環
境
優
先

の
社
会
づ
く
り
。
地
域
個
性
や
資
源

が
光
る
交
流
の
高
ま
り
。
い
ず
れ
も

成
熟
社
会
の
針
路
を
示
す
も
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
復
興
の
過
程
で
芽
生

え
た
こ
れ
ら
の
取
組
み
を
礎
と
し
て
、

新
し
い
兵
庫
づ
く
り
、
兵
庫
の
再
生

に
向
け
て
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
復
旧
復
興
を
担
っ

て
き
た
財
政
状
況
を
改
革
し
、
持
続

可
能
な
構
造
に
し
て
い
き
ま
す
。
成

熟
社
会
の
主
役
は
、
県
民
の
皆
さ
ん

で
す
。
一
人
ひ
と
り
の
主
体
的
な
活

動
が
、
新
し
い
兵
庫
を
つ
く
り
ま
す
。

　

今
春
、
日
本
最
大
の
お
菓
子
の
祭

典
「
姫
路
菓
子
博
２
０
０
８
」
が
開

か
れ
ま
す
。
環
境
大
臣
会
合
も
開
催

さ
れ
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
人
々
が

訪
れ
ま
す
。
今
こ
そ
、
兵
庫
ら
し
さ

に
磨
き
を
か
け
、
内
外
に
発
信
す
る

と
き
で
す
。

　

参
画
と
協
働
を
基
本
姿
勢
に
、
人
、

産
業
、
地
域
、
社
会
の
元
気
づ
く
り
、

県
民
生
活
の
質
の
向
上
、
交
流
人
口

の
拡
大
、
家
庭
と
地
域
の
再
構
築
の

４
つ
の
視
点
で
、「
元
気
で
安
全
・

安
心
な
兵
庫
」
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

こ
う
の
と
り

　
　
　

翔
る
大
空

　
　
　
　
　
　

夢
の
せ
て

　

再
生
兵
庫
へ

　
　
　
　
　
　

と
も
に
歩
ま
ん

元
気
で
安
全
・
安
心
な
兵
庫
を
め
ざ
し
て

兵
庫
県
知
事
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新
年
明

け
ま
し
て

お
め
で
と

う
ご
ざ
い

ま
す
。
平

成
二
十
年

の
新
春
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
我
国
経
済
は
、
戦
後
最
長

の
好
景
気
が
続
い
て
い
る
と
言
わ
れ

る
一
方
、
後
半
に
は
、
原
油
価
格
の

一
層
の
高
騰
や
、
米
国
の
サ
ブ
プ
ラ

イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
に
伴
い
株
価
や
外

国
為
替
市
場
が
混
乱
す
る
な
ど
、
景

気
の
先
行
き
は
楽
観
を
許
さ
れ
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

我
々
商
工
会
地
域
に
お
い
て
も
、

過
疎
化
や
少
子
高
齢
化
の
進
展
、
価

格
競
争
や
国
際
競
争
の
激
化
な
ど
、

引
き
続
き
、
中
小
企
業
は
厳
し
い
経

営
環
境
に
あ
り
、「
地
域
間
格
差
の

是
正
」
と
い
っ
た
こ
と
が
、
政
治
的

な
問
題
と
し
て
、
改
め
て
認
識
さ
れ

た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
三
位
一
体
改
革
や
地
方
自

治
体
の
財
政
逼
迫
の
影
響
に
よ
っ
て

商
工
会
の
補
助
金
は
ま
す
ま
す
減
少

す
る
傾
向
に
あ
る
ほ
か
、
市
町
村
合

併
の
進
展
に
伴
い
、
商
工
会
と
商
工

会
議
所
が
併
存
す
る
地
区
が
増
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、
両
団
体
の
関
係
に

つ
い
て
、
一
部
の
地
方
自
治
体
や
学

識
者
の
間
で
様
々
な
議
論
が
活
発
化

す
る
な
ど
、
商
工
会
も
、
大
き
な
環

境
変
化
へ
の
対
応
を
迫
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
昨
年
は
、
か
つ
て
な

い
ほ
ど
地
域
や
商
工
会
組
織
が
厳
し

い
状
況
に
直
面
し
た
こ
と
か
ら
、
全

国
連
で
は
、
十
一
月
二
十
九
日
に
開

催
し
た
第
四
十
七
回
商
工
会
全
国
大

会
を
「
地
域
再
生
・
商
工
会
危
機
突

破
決
起
大
会
」と
命
名
し
、全
国
か
ら
、

ご
参
集
い
た
だ
い
た
約
三
千
名
の
商

工
会
関
係
者
の
方
々
と
危
機
意
識
を

共
有
し
、
危
機
突
破
に
向
け
た
決
意

を
確
認
し
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
地
域
が
疲
弊
し
て
い
る

時
だ
か
ら
こ
そ
、
商
工
会
が
必
要
で

あ
り
、
更
な
る
支
援
を
頂
く
よ
う
、

政
府
関
係
者
等
に
理
解
を
求
め
、「
商

工
会
組
織
に
対
す
る
更
な
る
支
援
、

地
域
小
規
模
事
業
者
の
支
援
措
置
の

強
化
」「
地
域
経
済
再
生
に
向
け
た

地
域
間
格
差
の
是
正
と
ま
ち
づ
く
り

へ
の
支
援
」
な
ど
の
五
項
目
を
満
場

一
致
で
決
議
致
し
ま
し
た
。
私
は
、

地
域
経
済
再
生
と
商
工
会
の
組
織
機

能
強
化
を
実
現
す
る
た
め
に
、
こ
れ

ら
決
議
項
目
の
早
期
実
現
を
、
関
係

方
面
に
積
極
的
に
働
き
か
け
て
参
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

商
工
会
が
今
後
と
も
地
域
で
頼
り

に
さ
れ
る
存
在
と
し
て
、
そ
の
存
立

基
盤
を
よ
り
確
か
な
も
の
と
す
る
た

め
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
組
織

運
営
の
効
率
化
や
中
小
企
業
支
援
策

の
強
化
等
の
実
績
を
積
み
重
ね
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の

一
層
の
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
全
国
の
商
工
会
員
の

皆
様
並
び
に
関
係
各
位
に
と
り
ま
し

て
今
年
が
明
る
い
一
年
と
な
り
ま
す

よ
う
、
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。

年
頭
に
あ
た
っ
て

全
国
商
工
会
連
合
会　

会
長　
　

清　

家　
　
　

孝

　

謹
ん
で

新
年
の
お

慶
び
を
申

し
上
げ
ま

す
。

　

平
素
は
、

本
県
の
産

業
労
働
行

政
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
、
格
別
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
県
の
経
済
は
、
設
備
投

資
や
輸
出
な
ど
が
増
加
を
続
け
、
個

人
消
費
や
有
効
求
人
倍
率
も
底
堅
く

推
移
し
、
実
質
県
内
総
生
産
も
平
成

14
年
度
以
降
緩
や
か
な
成
長
を
続
け

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
一
方
で
、
業

種
や
地
域
に
よ
っ
て
景
気
回
復
に
遅

れ
が
み
ら
れ
る
ほ
か
、
原
油
価
格
高

騰
や
米
国
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問

題
の
影
響
な
ど
に
よ
る
景
気
減
速
も

懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
本
県

で
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
取
り
組
ん

で
き
た
「
ひ
ょ
う
ご
経
済
・
雇
用
再

生
加
速
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
仕
上
げ
に

全
力
を
注
ぐ
と
と
も
に
、
兵
庫
経
済

の
新
た
な
飛
躍
の
シ
ナ
リ
オ
と
し
て
、

平
成
20
年
度
か
ら「
ひ
ょ
う
ご
経
済
・

雇
用
活
性
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
仮
称
）」

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
も
と
、
本
県

経
済
の
基
盤
で
あ
る
中
小
企
業
の
経

営
力
向
上
と
新
産
業
・
新
事
業
創
出

を
促
進
す
る
た
め
、
地
域
金
融
機
関

等
と
連
携
し
た
各
種
融
資
制
度
に
よ

る
円
滑
な
資
金
供
給
や
、
26
の
支
援

機
関
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
し
た
「
中
小

企
業
支
援
ネ
ッ
ト
ひ
ょ
う
ご
」
に
よ

る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
な
ど
、
中
小

企
業
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
支
援
の

一
層
の
充
実
や
、
商
店
街
の
活
性
化

へ
の
支
援
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
生
活
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
サ
ー
ビ
ス
業
等
の
振
興

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
次
世
代
を
担
う
成
長
産
業

の
育
成
や
基
幹
産
業
の
競
争
力
強
化

を
図
る
た
め
、
神
戸
に
立
地
が
決
定

し
た
世
界
最
先
端
・
最
高
性
能
の
次

世
代
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
活

用
支
援
な
ど
、
世
界
的
な
研
究
機
関

の
集
積
を
活
か
し
先
端
技
術
分
野
の

研
究
開
発
を
促
進
す
る
と
と
と
も
に
、

県
下
全
域
へ
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

企
業
誘
致
や
、
も
の
づ
く
り
基
盤
技

術
の
向
上
、
地
場
産
業
ブ
ラ
ン
ド
の

形
成
支
援
等
に
取
り
組
み
、
元
気
な

ひ
ょ
う
ご
産
業
を
創
出
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
県
の
多
彩
な
魅
力
を

全
国
に
発
信
し
観
光
客
誘
致
を
図
る

「
大
型
観
光
交
流
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」や
、

４
月
18
日
か
ら
24
日
間
に
わ
た
り
姫

路
市
で
開
催
さ
れ
る
「
第
25
回
全
国

菓
子
大
博
覧
会
・
兵
庫
」
な
ど
を
通

じ
た
観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
振
興
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
成
長
著
し
い
中

国
な
ど
と
の
経
済
交
流
の
促
進
や
、

「
日
伯
交
流
年
・
ブ
ラ
ジ
ル
移
住

１
０
０
周
年
記
念
事
業
」
を
は
じ
め

と
し
た
国
際
交
流
を
展
開
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
多
様
で
安
定
し
た
雇

用
就
業
の
実
現
の
た
め
、
団
塊
の
世

代
を
は
じ
め
様
々
な
就
業
ニ
ー
ズ
を

踏
ま
え
た
き
め
細
や
か
な
雇
用
就
業

機
会
の
提
供
と
と
も
に
、
中
小
企
業

の
人
材
確
保
や
、も
の
づ
く
り
技
術
・

技
能
の
継
承
、
職
業
能
力
開
発
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
の
も
と
、〝
も
の
づ
く
り
兵
庫
〞、

〝
先
進
兵
庫
〞、〝
働
き
が
い
兵
庫
〞

の
実
現
に
向
け
て
、
ひ
ょ
う
ご
経
済

１
．
２
倍
元
気
ア
ッ
プ
を
め
ざ
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
一

年
が
皆
様
に
と
っ
て
充
実
し
た
素
晴

ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ

り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
ご
あ
い
さ
つ

兵
庫
県
産
業
労
働
部
長
兼
観
光
参
事　
　

表　

具　

喜　

治
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①商工会組織に対する更なる支援、地域小規模
事業者の支援措置の強化
②地域経済再生に向けた地域間格差の是正と
まちづくりへの支援
③小規模企業支援事業・生産性向上対策の確実
な執行
④経済成長力を支える中小・小規模企業政策の
強化・拡充
⑤商工会組織支援機能強化・会員サービス強化

㈠　

優
良
青
年
部

　
　
　

城
崎
町

㈡　

優
良
女
性
部

　
　
　

温
泉
町

㈢　

役
員
功
労
者

　
　
　

大
地　
　

伹
（
丹
波
市
）

㈣　

優
良
常
勤
職
員
（
二
）

　
　
　

藤
本　

泰
男
（
丹
波
市
）

　
　
　

安
平　

一
志
（
県
連
合
会
）

㈠　

優
良
商
工
会

　
　
　

篠
山
市

㈡　

優
良
青
年
部
（
二
）

　
　
　

芦
屋
市

　
　
　

三
田
市

㈢　

役
員
功
労
者
（
二
十
八
）

　
　
　

中
村　

治
郎
（
芦
屋
市
）

　
　
　

岡
田　

幸
作
（
芦
屋
市
）

　
　
　

森
本　

龍
生
（
猪
名
川
町
）

　
　
　

仁
部　

幸
夫
（
猪
名
川
町
）

　
　
　

前
岡　

隆
顕
（
猪
名
川
町
）

　
　
　

荒
木　
　

茂
（
大
河
内
町
）

　
　
　

藤
原　

澄
夫
（
大
河
内
町
）

　
　
　

三
幡　

和
美
（
安
富
町
）

　
　
　

吉
田　
　

均
（
安
富
町
）

　
　
　

尾
川　

省
司
（
安
富
町
）

　
　
　

是
川　

賢
一
（
太
子
町
）

　
　
　

西
尾　

栄
次
（
南
光
町
）

　
　
　

宗
接　

和
人
（
宍
粟
市
）

　
　
　

壺
阪
興
一
郎
（
宍
粟
市
）

　
　
　

栗
山　
　

章
（
宍
粟
市
）

　
　
　

長
田　
　

博
（
宍
粟
市
）

　
　
　

田
水　

信
男
（
養
父
市
）

　
　
　

片
岡　
　

稔
（
養
父
市
）

　
　
　

羽
渕
三
智
男
（
養
父
市
）

　
　
　

村
上　

康
充
（
丹
波
市
）

　
　
　

永
井　

俊
彦
（
丹
波
市
）

　
　
　

荒
木　

幹
浩
（
丹
波
市
）

　
　
　

吉
田　

朝
二
（
丹
波
市
）

　
　
　

中
岡　
　

一
（
丹
波
市
）

　
　
　

土
井　

新
作
（
丹
波
市
）　

　
　
　

正
木　

文
雄
（
淡
路
市
）

　
　
　

山
口　

昌
志
（
淡
路
市
）

　
　
　

瀬
合　

章
博
（
淡
路
市
）

㈣　

女
性
部
功
労
者
（
二
）

　
　
　

荻
野　

典
子
（
丹
波
市
）

　
　
　

行　
　

幸
子
（
丹
波
市
）

㈤　

優
良
常
勤
職
員
（
六
）

　
　
　

井
上　

隆
弘
（
神
崎
町
）

　
　
　

杉
尾　

吉
弘
（
篠
山
市
）

　
　
　

森
本　

和
浩
（
篠
山
市
）

　
　
　

伊
藤　

雅
樹
（
淡
路
市
）

　
　
　

松
崎　

文
子（
南
あ
わ
じ
市
）

　
　
　

吉
谷　

文
雄
（
県
連
合
会
）

中
小
企
業
庁
長
官
表
彰（
五
）

全
国
商
工
会
連
合
会
会
長
表
彰（
三
十
九
）

　

第
四
十
七
回
商
工
会
全
国
大
会
が
、
十
一
月
二
十
九
日
、
東
京
・

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
県
下
四
十
六
商
工
会
か
ら
七
十
九
名
が

出
席
し
た
。

　

大
会
で
は
、
青
年
部
・
女
性
部
を
含
め
た
全
国
百
二
十
万
会
員
の
総

意
と
英
知
を
結
集
し
、
当
面
の
重
要
課
題
の
早
期
解
決
を
図
る
と
と
も

に
、
さ
ら
な
る
躍
進
を
期
す
る
こ
と
を
決
議
し
た
。
な
お
、「
経
営
改

善
普
及
事
業
に
関
す
る
功
労
者
等
の
表
彰
」
で
は
、
本
県
か
ら
五
団
体
、

個
人
三
十
九
名
が
受
賞
し
た
。

商工会全国大会商工会全国大会商工会全国大会第47回

主な行事予定

2
月
の
こ
よ
み

6
日
㊌　

県
青
連
・
県
女
連

 

四
十
周
年
記
念
大
会

（
神
戸
市
）

20
日
㊌　

第
四
回
正
副
会
長
会

（
神
戸
市
）

21
日
㊍　

人
事
管
理
委
員
会

（
神
戸
市
） 

－

大
会
決
議

－

商工中金
神戸支店
〒650-0032　神戸市中央区伊藤町111
　０７８（３９１）７５４１

姫路支店
〒670-0015　姫路市総社本町111
　０７９２（２３）８４３１

尼崎支店
〒660-0082　尼崎市東難波町5-19-8
　０６（６４８１）７５０１

平成20年度兵庫県商工会等
職員統一採用候補者試験のご案内

１．内　容　中小企業の経営指導等
２．勤務地　兵庫県内の商工会等
３．資　格　高等学校卒業以上　30歳以下の方を募集
　　　　　　（職務経験不問）
４．日　程
　⑴一次試験　　平成20年１月24日㈭ 13：30 ～　筆記試験
　　　　　　　　会場＝朝来市和田山ジュピターホール
　⑵二次試験　　平成20年２月15日㈮　面接試験
　　　　　　　　会場＝（但馬地域を予定）
　⑶採用年月日　平成20年３月１日以降
５．待　遇　商工会等の給与規程に基づく
６．受験申込方法
　⑴受付期間　平成19年 12月 19日㈬～１月 15日㈫（必着）
　⑵申込方法　詳しくは、募集要項をお送りいたしますので、

返信用封筒（長形３号）に80円切手を貼っ
てお申し込みください。
ホームページからでもご覧いただけます。

　⑶申込先・問合せ　兵庫県商工会連合会  事業部指導課  宛
 〒650-0013　神戸市中央区花隈町 6－19
 電話：078-371-1361（指導課直通）
 　　　078-371-1261（代表）
 FAX ：078-341-4452
 URL ：http://www.shokoren.or.jp
 mail：hyogo-shidouka@shokoren.or.jp



座
談
会「
合
併
商
工
会
の
進
む
道
」を
開
催

第
二
回
補
助
金
体
系

         

検
討
委
員
会

第
八
回

情
報
化
ビ
ジ
ョ
ン
委
員
会

▲商工会のあり方などを協議

▲座長を務める瓦田太賀四科長

　

県
商
工
会
連
合
会
は
、
十
一
月
五

日
、
県
商
工
会
館
に
お
い
て
、「
第

二
回
補
助
金
体
系
検
討
委
員
会
」
を

開
催
し
た
。
協
議
事
項
は
次
の
と
お

り
。

一
、
補
助
対
象
職
員
に
係
る
新
設
置

基
準
の
検
討
に
つ
い
て

二
、
事
務
局
長
等
設
置
費
の
見
直
し

に
つ
い
て

三
、
特
別
研
究
指
導
費
の
見
直
し
と

効
果
的
運
用
に
つ
い
て

四
、
県
外
視
察
に
つ
い
て

　

主
に
、
補
助
対
象
職
員
の
設
置
基

準
の
見
直
し
に
つ
い
て
協
議
を
進
め

て
お
り
、
中
小
企
業
庁
が
作
成
し
た

設
置
基
準
の
改
正
や
継
続
雇
用
制
度

を
導
入
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
内
容

を
調
査
研
究
す
る
た
め
、
県
外
視
察

を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ン
検
討
委
員
会
・
中
間
報
告
」を
基
に
、

今
年
度
、
検
討
を
重
ね
、
情
報
化
推

進
の
た
め
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に

つ
い
て
の
最
終
報
告
書
と
し
て
、
取

り
ま
と
め
を
行
っ
た
。

　

な
お
、
今
後
の
商
工
会
情
報
化
ビ

ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
た
め
、

昨
年
度
設
置
さ
れ
た
当
委
員
会
は
、

今
回
が
最
終
の
開
催
と
な
っ
た
。   

　

県
商
工
会
連
合
会
は
、
十
一
月
二

十
六
日
、
県
商
工
会
館
に
お
い
て
第

八
回
情
報
化
ビ
ジ
ョ
ン
委
員
会
（
井

内
善
臣
委
員
長
）
を
開
催
し
、
次
期

シ
ス
テ
ム
導
入
業
者
の
選
定
並
び
に

最
終
報
告
書
（
案
）
に
つ
い
て
協
議

を
行
っ
た
。

　

最
終
報
告
書
（
案
）
に
つ
い
て
は
、

昨
年
度
作
成
し
た
「
情
報
化
ビ
ジ
ョ
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県
商
工
会
連
合
会
は
、
十
一
月
十

九
日
、
ホ
テ
ル
北
野
プ
ラ
ザ
六
甲
荘

（
神
戸
市
）
に
お
い
て
「
合
併
商
工

会
の
進
む
道
〜
課
題
と
そ
の
解
決
策

に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
兵
庫
県
立

大
学
大
学
院
・
瓦
田
太
賀
四
会
計
研

究
科
長
を
座
長
に
座
談
会
を
開
催
し

た
。

　

冒
頭
の
挨
拶
で
澤
田
功
県
連
合
会

専
務
理
事
が
「
商
工
会
が
合
併
す
る

ま
で
か
な
り
苦
労
頂
い
た
。
合
併
し

た
ら
ま
た
新
し
く
直
面
す
る
課
題
が

出
て
き
て
、
ご
苦
労
頂
い
て
い
る
。

ま
た
、
商
工
会
を
取
り
巻
く
環
境
も

厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、
今
、
直
面

し
て
い
る
課
題
を
力
を
合
わ
せ
て
解

決
し
な
け
れ
ば
商
工
会
の
将
来
は
な

い
。
皆
様
方
か
ら
、
課
題
解
決
策
の

お
知
恵
を
頂
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

座
談
会
の
内
容
は
、
合
併
商
工
会

の
組
織
・
運
営
面
で
は
、「
合
併
し

て
組
織
が
大
き
く
な
っ
た
が
、
事
務

の
統
一
が
出
来
て
い
な
い
」、「
役
職

員
の
合
意
形
成
・
意
識
改
革
が
一
番

の
課
題
」、「
支
所
の
あ
り
方
に
つ
い

て
の
検
討
」、「
財
政
面
に
大
き
な
問

題
が
あ
り
、
商
工
会
は
自
主
財
源
を

確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
な
ど
。

　

続
く
、
合
併
商
工
会
の
今
後
の
あ

り
方
に
つ
い
て
「
時
代
の
流
れ
に
合

致
し
た
事
業
の
取
組
み
が
必
要
。
商

工
会
業
務
は
徹
底
的
に
効
率
化
す

る
」、「
事
業
の
企
画
立
案
力
を
高
め

る
必
要
が
あ
る
」、「
会
員
企
業
の
繁

栄
に
寄
与
で
き
る
能
力
等
、
職
員
の

資
質
向
上
、的
確
な
情
報
提
供
」な
ど
。

　

最
後
に
、
瓦
田
座
長
が
「
厳
し
い

情
勢
の
中
、
商
工
会
は
魅
力
あ
る
組

織
と
な
る
た
め
に
、
財
政
や
事
業
面

そ
れ
に
会
員
サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
自
ら

改
善
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。
県

や
市
町
も
支
援
し
て
欲
し
い
」
と
締

め
く
く
っ
た
。

　

な
お
、
こ
の
座
談
会
の
詳
細
は
、

商
工
会
地
域
活
性
化
研
究
会
の
最
終

報
告
書
に
掲
載
す
る
予
定
。

貯めて、使える。

兵庫県信用保証協会 
神戸市中央区浪花町62番地の１ 

　078(393)3900（代表） 

さらにアップ 

十
二
月
一
日
付

人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

〔
研
修
交
流
〕

県
連
合
会
事
務
局
参
事

　

井
口
哲
朗
（
た
つ
の
市
商
工
会
事
務
局
次
長
）

た
つ
の
市
商
工
会
事
務
局
次
長

　

神
戸
中
鉄
水（
事
業
部
指
導
課
長
）
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－中小企業と共に45年－ 

県 共 済 
兵庫県火災共済協同組合  
兵 庫 県 共 済 協 同 組 合  

神戸市中央区中山手通７丁目28番33号（県立産業会館内） 

ホームページ 
078-361-8080(代)　Fax 078-371-6757

商工会の共済事業として会員の福利厚生をお手伝いする 

記念大会について協議
県青連・県女性連

　県商工会青年部連合会（森本匡俊会長）・女性部
連合会（行　幸子会長）は、今年度創立四十周年を
迎えるにあたり、平成二十年二月六日（水）に県青連・
県女性連創立四十周年記念大会を神戸市・ポートピ
アホテルにおいて開催する。
　開催に向けて、十一月二十一日（水）に神戸市・
ペアーレ神戸において、記念大会実行委員会を開催
した。
　協議の結果、記念式典と幹部講習会を合同で開催。
記念式典においては、講師に金美齢氏を迎え、講演
会を行う。また、同時開催する合同幹部講習会につ
いては、県下各青年部・女性部がそれぞれ一枚のパ
ネルに地域活動等を描き発信するパネル展を開催す
ることとした。

齋
藤
富
雄
副
知
事
と
懇
談

県
女
性
部
連
合
会

「
活
力
あ
る
街
づ
く
り
、人
づ
く
り
」

                            

を
テ
ー
マ
に
研
修

淡
路
地
区
商
工
会
女
性
部
連
絡
協
議
会

　

県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
（
行
幸

子
会
長
）は
、去
る
十
一
月
二
十
一
日
、

神
戸
市
・
ペ
ア
ー
レ
神
戸
に
お
い
て

齋
藤
富
雄
副
知
事
を
囲
む
県
女
性
連

役
員
と
の
行
政
懇
談
会
を
開
催
し
た
。

ま
ず
齋
藤
副
知
事
か
ら
、
兵
庫
県
政

の
現
状
に
触
れ
、
十
年
後
も
元
気
な

兵
庫
県
を
保
て
る
よ
う
、
今
頑
張
っ

て
い
る
と
話
を
さ
れ
た
。

　

女
性
部
役
員
か
ら
は
、
日
頃
の
ご

支
援
に
対
す
る
御
礼
を
述
べ
た
後
、

各
地
域
の
状
況
や
女
性
部
の
事
業
に

対
す
る
提
案
や
要
望
を
伝
え
、
懇
談

会
は
終
始
和
や
か
に
、
地
域
活
動
へ

の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
機
会
と

な
っ
た
。

　

淡
路
地
区
商
工
会
女
性
部
連
絡
協

議
会（
戸
田
喜
代
子
会
長（
淡
路
市
））

は
、
十
一
月
十
九
日
、
滋
賀
県
彦
根

市
に
お
い
て
「
活
力
あ
る
街
づ
く
り
、

人
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
研
修
会
を

開
催
。
三
市
一
町
の
女
性
部
、
女
性

会
か
ら
百
十
五
名
が
参
加
し
た
。

　

当
日
は
彦
根
商
工
会
議
所
に
お
い

て
、
彦
根
夢
京
橋
商
店
街
振
興
組
合

理
事
長
・
水
野
義
博
氏
が
「
街
の
活

性
化
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
。

街
再
生
の
大
事
業
に
お
け
る
真
の
決

断
者
は
、
商
家
の
奥
様
方
で
あ
っ
た

と
聞
か
さ
れ
参
加
者
は
励
ま
さ
れ
た
。

　

講
演
の
後
、
彦
根
夢
京
橋
キ
ャ
ッ

ス
ル
ロ
ー
ド
を
視
察
。
住
民
主
導
で

過
去
の
姿
に
と
ら
わ
れ
ず
新
し
い
時

代
に
マ
ッ
チ
し
た
城
下
町
づ
く
り
を

体
感
し
た
。

　

研
修
に
参
加
し
た
奥
野
孝
子
さ
ん

は
「
女
性
の
力
で
歴
史
文
化
を
大
切

に
し
て
地
域
資
源
を
時
代
に
マ
ッ
チ

さ
せ
て
い
き
た
い
」
と
今
後
の
活
動

を
述
べ
た
。

▲夢京橋キャッスルロードを視察

第25回全国菓子大博覧会・兵庫
姫路菓子博2008

■会期：平成20年４月18日～
５月11日㈰　24日間

■会場：姫路城周辺（姫路城完
成400年目・世界文化遺
産登録15周年）

http://www.kasihaku2008.jp/
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加
東
市
物
産
フ
ェ
ア
・

         

北
播
磨
じ
ば
さ
ん
元
気
市 

開
催
！

加
東
市
商
工
会

銀
の
馬
車
道
リ
レ
ー
イ
ベ
ン
ト

       

産
業
祭
＆
再
発
見
ウ
ォ
ー
ク
を
開
催

香
寺
町
商
工
会

第
十
三
回
太
子
あ
す
か
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

太
子
町
商
工
会

第
二
回 

し
ん
ぐ
う
楽
市
楽
座

  

〜
播
磨
ま
ち
お
こ
し
特
産
展
〜

た
つ
の
市
商
工
会

　

加
東
市
誕
生
一
周
年
を
記
念
し
、

十
一
月
十
日
〜
十
一
日
の
二
日
間
、
「
加
東
市
物
産
フ
ェ
ア
」
と
「
北
播

磨
じ
ば
さ
ん
元
気
市
」
が
同
時
開
催

さ
れ
た
。　
　
　
　

　
「
伝
統
の
技
・
ふ
る
さ
と
の
味
」

を
テ
ー
マ
に
、
加
東
市
を
含
む
北
播

磨
地
域
の
観
光
Ｐ
Ｒ
と
特
産
品
等
の

展
示
即
売
を
通
じ
て
、
東
条
湖
を
訪

れ
る
観
光
客
や
近
隣
市
町
の
住
民
に

地
域
の
魅
力
を
紹
介
し
、
地
域
活
性

化
を
図
る
の
が
目
的
。

　

会
場
に
は
、
加
東
市
な
ど
北
播
磨

各
地
か
ら
七
十
七
の
出
店
が
あ
り
、

商
工
会
か
ら
は
青
年
部
の
「
ゴ
ル
フ

　

 

た
つ
の
市
商
工
会
（
木
南
岩
男

会
長
）
で
は
、
十
一
月
十
一
日
、
た

つ
の
市
新
宮
総
合
支
所
駐
車
場
に
お

い
て「
し
ん
ぐ
う
楽
市
楽
座
」を
開
催
。

当
日
は
、
好
天
気
に
恵
ま
れ
三
千
人

の
人
出
で
賑
っ
た
。

　

し
ん
ぐ
う
楽
市
楽
座
は
、
旧
新
宮

町
商
工
会
が
西
播
磨
各
地
の
特
産
品

や
商
品
を
一
同
に
集
め
地
域
振
興
に

つ
な
げ
よ
う
と
町
観
光
協
会
と
共
催

で
始
め
二
年
目
を
迎
え
る
。

　

当
日
は
、
西
播
磨
各
地
よ
り
ご
当

地
自
慢
の
名
物
料
理
や
特
産
品
が
出

品
さ
れ
、
そ
れ
を
買
い
求
め
よ
う
と

長
蛇
の
列
が
出
来
て
い
た
。

　

ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

太
鼓
や
吹
奏
楽
演
奏
な
ど
が
賑
や
か

に
行
わ
れ
た
ほ
か
、
南
京
玉
す
だ
れ

等
の
芸
能
が
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
た
。

そ
し
て
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
お
楽
し
み

「
富
く
じ
」
大
会
で
は
、
豪
華
賞
品

が
山
積
み
さ
れ
、
発
表
の
た
び
に
歓

声
に
包
ま
れ
て
い
た
。

ｄ
ｅ
野
球
盤
」、
女
性
部
の
「
わ
く

わ
く
お
ひ
な
さ
ま
体
験
」
が
出
店
。

他
に
も
地
場
産
業
に
因
ん
だ
「
鯉
の

ぼ
り
染
色
体
験
」
や
「
釣
り
名
人
あ

つ
ま
れ
」「
プ
ロ
に
よ
る
ゴ
ル
フ
レ
ッ

ス
ン
」
な
ど
の
ブ
ー
ス
が
出
店
。

　

ま
た
、｢

人
形
供
養
式｣

な
ど
の
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
、
訪
れ

た
一
万
四
千
人
の
来
場
者
は
、
北
播

磨
の
魅
力
を
満
喫
し
て
い
た
。

　

　

太
子
町
商
工
会
は
、
十
一
月
三
日
、

町
立
文
化
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た「
太
子
あ
す
か
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」

に
共
催
し
た
。

　

太
子
町
は
、
聖
徳
太
子
に
ゆ
か
り

の
あ
る
こ
と
か
ら
、
飛
鳥
時
代
の
衣

装
に
身
を
包
ん
だ
町
民
に
よ
る
「
時

代
パ
レ
ー
ド
」が
行
わ
れ
た
。パ
レ
ー

ド
は
、
一
般
公
募
に
よ
っ
て
選
ば
れ

た
町
民
が
極
彩
色
の
装
束
で
登
場
。

斑
鳩
寺
か
ら
町
立
文
化
会
館
ま
で
の

約
一
キ
ロ
の
道
の
り
を
雅
楽
に
合
わ

せ
て
優
雅
に
行
進
。
沿
道
に
は
多
く

の
見
物
客
が
集
ま
り
、
目
の
前
で
繰

り
広
げ
ら
れ
る
華
麗
な
時
代
絵
巻
に

見
入
っ
て
い
た
。

　

こ
の
パ
レ
ー
ド
で
聖
徳
太
子
役
を

務
め
た
門
田
善
二
商
工
会
長
は
「
太

子
町
は
聖
徳
太
子
に
守
ら
れ
て
発
展

し
て
き
た
町
。
こ
の
祭
り
を
通
し
て

地
域
社
会
発
展
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
」
と
期
待
を
述
べ
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
同
町
と
交
流
の
あ

る
大
阪
府
太
子
町
や
奈
良
県
斑
鳩
町

か
ら
の
特
産
品
販
売
や
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
が
あ
り
二
万
人
の
人
手
で
賑

わ
っ
た
。

▲大道芸を楽しむ子どもたち

　

香
寺
町
商
工
会（
清
瀬
力
会
長
）は
、

十
一
月
二
十
五
日
、「
香
寺
町
商
工

会
産
業
祭
」
を
開
催
し
た
。
こ
の
事

業
は
、
地
域
活
性
化
と
地
元
産
業
の

育
成
を
図
り
、
会
員
相
互
の
連
帯
感

を
よ
り
一
層
深
め
る
こ
と
で
組
織
強

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

当
日
は
、
香
寺
町
内
の
各
事
業
所

に
お
い
て
製
造
・
販
売
し
て
い
る
商

品
等
の
展
示
、
即
売
を
行
う
「
ふ
れ

あ
い
物
産
広
場
」。
青
年
部
に
よ
る

子
ど
も
を
対
象
と
し
た
「
ち
び
っ
こ

広
場
」。
女
性
部
に
よ
る
バ
ザ
ー
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
多
く
の

人
出
で
賑
わ
っ
た
。

　

ま
た
、
銀
の
馬
車
道
リ
レ
ー
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
「
こ
う
で
ら
再
発
見

ウ
ォ
ー
ク
」
も
同
時
に
開
催
。
町
内

の
歴
史
的
名
所
や
旧
跡
を
巡
っ
た
ほ

か
、
馬
に
エ
サ
を
与
え
て
動
物
に
触

れ
る
体
験
を
行
う
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
、

参
加
者
は
晩
秋
の
一
日
を
楽
し
ん
だ
。

▲聖徳太子に扮する門田商工会長
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芦
屋
市
商
工
会
青
年
部
（
片
山
昌

宏
部
長
）
で
は
、
十
一
月
十
八
日
に

ミ
ズ
ノ
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
潮
芦
屋
に

お
い
て
、
キ
ッ
ズ
・
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー

大
会
を
開
催
。
市
内
外
か
ら
小
学
低

学
年
選
手
を
中
心
に
三
十
七
チ
ー
ム

（
選
手
登
録
約
三
百
八
十
名
）
が
参

加
し
た
。
大
会
は
、
幼
稚
園
か
ら
四

年
生
ま
で
三
カ
テ
ゴ
リ
に
分
か
れ
て

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
が
行
わ
れ
、
ち

び
っ
子
選
手
が
元
気
に
フ
ィ
ー
ル
ド

を
駆
け
回
っ
た
。

　

開
会
式
に
は
、
山
中
芦
屋
市
長
や

小
田
商
工
会
長
な
ど
多
数
の
来
賓
に

混
じ
っ
て
、
兵
庫
県
の
マ
ス
コ
ッ

ト
〝
は
ば
た
ん
〞
が
参
加
。
ち
び
っ

子
選
手
た
ち
と
一
緒
に
イ
ベ
ン
ト
を

盛
り
上
げ
た
。

　

閉
会
後
、
内
藤
青
年
部
長
代
行
は
、

「
年
々
規
模
が
大
き
く
な
る
。
こ
の

中
か
ら
将
来
の
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
が
誕
生

し
て
く
れ
た
ら
」
と
期
待
を
語
っ
た
。

　

川
西
市
商
工
会（
舩
岡
正
夫
会
長
）

は
、
十
一
月
六
日
、
ア
ス
テ
川
西
で

一
般
市
民
や
大
塩
川
西
市
長
ほ
か
の

来
賓
な
ど
百
八
十
名
が
出
席
し
て

「
い
ち
じ
く
畑
か
ら
の
便
り
」
発
表

会
を
開
催
し
た
。

開
会
式
で
は
、
い
ち
じ
く
ブ
ラ
ン
ド

展
開
事
業
特
別
委
員
会
委
員
長
・
四

谷
勲
氏
（
商
工
会
副
会
長
）
が
「
商

工
会
に
よ
る
地
域
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り

の
一
環
で
、
菓
子
工
業
組
合
の
有
志

の
方
に
統
一
し
た
名
称
で
ス
イ
ー
ツ

を
作
っ
て
も
ら
っ
た
」
と
挨
拶
し
た
。

続
く
新
作
ス
イ
ー
ツ
発
表
で
は
、
こ

の
事
業
に
参
加
し
た
八
業
者
よ
り
十

二
種
類
の
イ
チ
ジ
ク
を
用
い
た
和
洋

菓
子
の
発
表
が
行
わ
れ
た
。
途
中
に

は
、
軽
音
楽
の
演
奏
も
あ
り
ス
イ
ー

ツ
の
味
を
引
き
立
て
て
い
た
。
参
加

者
の
六
十
歳
代
主
婦
は
、「
イ
チ
ジ

ク
で
こ
ん
な
高
級
感
が
出
せ
る
と
は

思
わ
な
か
っ
た
」
と
楽
し
ん
で
い
た
。

　

三
田
市
商
工
会
工
業
部
会
、
篠
山

市
商
工
会
製
造
業
部
会
及
び
丹
波
市

商
工
会
工
業
部
会
で
構
成
す
る
「
北

摂
丹
波
も
の
づ
く
り
企
業
連
絡
会
」

は
、
十
一
月
二
十
一
日
、
篠
山
市
の

「
ユ
ニ
ト
ピ
ア
篠
山
」
で
「
も
の
づ

く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
先
進
的
な

商
品
・
技
術
開
発
で
成
功
し
て
い
る

地
元
企
業
か
ら
も
の
づ
く
り
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
五
十
名

が
参
加
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、阿
部
健
氏
が「
地

域
か
ら
の
挑
戦 

中
小
企
業
モ
ノ
づ

く
り
の
極
意
」
と
題
し
て
、
商
品
力

を
い
か
に
高
め
て
特
徴
あ
る
商
品
開

発
を
い
か
に
進
め
る
か
を
講
演
し
た
。

　

続
く
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
地
元
で
活
躍
す
る
先
進
的
も

の
づ
く
り
企
業
三
社
の
成
功
事
例
に

つ
い
て
検
証
し
た
。

　

去
る
十
一
月
十
日
、
猪
名
川
町
商

工
会
（
辻
口
悦
司
会
長
）
で
は
、
こ

の
春
に
猪
名
川
町
に
完
成
し
た
歴
史

街
道
を
舞
台
に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

た
。
商
工
会
で
は
、
開
通
し
た
街
道

に
歴
史
を
漂
わ
せ
る
こ
と
で
人
と
人

の
つ
な
が
り
や
出
会
い
を
再
現
し
、

ま
た
観
光
資
源
や
地
元
商
工
業
者
を

広
く
知
っ
て
も
ら
お
う
と
企
画
し
た
。

　

当
日
は
、「
悠
久
の
館
」
と
「
ふ

る
さ
と
館
」
か
ら
万
善
イ
ベ
ン
ト
会

場
ま
で
の
四
キ
ロ
を
歩
く
歴
史
街
道

ウ
ォ
ー
ク
を
実
施
。
商
工
会
役
員
が

歴
史
上
の
人
物
に
扮
装
し
て
歴
史
の

雰
囲
気
を
漂
わ
せ
た
ほ
か
、
街
道
ク

イ
ズ
な
ど
も
あ
り
参
加
者
は
楽
し
み

な
が
ら
町
を
再
発
見
し
て
い
た
。

　

ま
た
、
万
善
会
場
で
は
、
猪
名
川

伝
説
の
勇
士
歴
史
シ
ョ
ー
な
ど
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
多
く
の
人

出
で
賑
わ
っ
た
。

キッズ・ミニサッカー大会を開催
芦屋市商工会

いちじくスイーツ・コレクション
「いちじく畑からの便り」発表会

川西市商工会

第一回ものづくりシンポジウムを開催
三田・篠山・丹波市三商工会

ぶらり　いながわ歴史街道
猪名川町商工会

▲川西スイーツを発表するシェフたち

▲盛り上がりをみせた、青年部員による歴史ショー ▲ものづくりについてパネルディスカッション
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